


令和６年度第２回さいたま市岩槻人形博物館運営委員会 会議録 

 

１ 日 時  令和７年３月６日（木） １０時００分から１２時１５分まで 

２ 場 所  岩槻人形博物館 会議室 

３ 出席者  (1) 委員（８人） 

        新井久代委員長、是澤博昭副委員長、内田幸彦委員、小澤正信委員、中村美帆委員、 

抜井ゆかり委員、三次宣夫委員、森田由美子委員 

       (2) 事務局 

        スポーツ文化局 鶴田局長、川田文化部長 

        岩槻人形博物館 田中館長、岩崎副館長、武井係長、林係長、江口主査、岩田主任、 

髙橋主事 

       (3) 欠席者（１名） 

        小野寺秀一委員 

４ 公開・非公開の別  公開 

５ 傍聴人の数  ０人 

６ 内 容  以下「次第」のとおり 

 ＜次第＞ 

 １ 開会 

 ２ 挨拶 

 ３ 委員の紹介 

 ４ 委員長・副委員長の選出 

 ５ 議題 

⑴ 報告事項  令和６年度事業について 

⑵ 審議事項  令和７年度事業計画（案）について 

⑶ その他 

 ４ 閉会 

＜委員長・副委員長の選出＞ 

 委員の互選により、委員長に新井委員、副委員長に是澤委員が選任された。 

＜議事内容要約＞ 

報告事項 令和６年度事業について 

審議事項 令和７年度事業計画（案）について 

 

事務局から資料に基づく説明があり、これに対し各委員から次の通りの意見があった。 

 

○  来館者数は、観覧料を支払い展示を観覧された方の人数なのか。 

事務局   展示を観覧された方や立ち寄った方など、当館に来館されたトータルの来館者数である。 

○  地域との連携について、人形文化サポーターズでは岩槻人形博物館でのイベント以外でも、 

にぎわい交流館いわつきにおいて、金魚すくいや人形作り、鯉のぼりくぐりのほか、主に子ど



もを対象とした兜被りや軍配、刀の甲冑体験なども実施している。この取組は、博物館とにぎ

わい交流館との橋渡しとしての役割を担っている。博物館としてにぎわい交流館の年間事業

を把握し、擦り合わせを行った方がお互いに来館者数の増加につながるのではないか。両施設

の中央に駐車場があり物理的に離れているので、１つの施設として連携していく必要がある

と考えている。 

令和６年度事業おいて慈恩寺中学校との取組は、学校側から働きかけがあったとの説明で

あったが、市内や近隣の学校にもアプローチしていっても良いのではないか。 

事業報告に来場者数など具体的な数値が示されているものとそうでないものがある。数値

化するのは難しいものもあるとは思うが、資料 12ページ（9）庁内観光部門との連携事業など

は人数を把握することは可能ではないかと思うが、いずれにしろ、なるべく実績値を把握でき

る方法を考えた方が良いのではないか。 

○  12 ページ（9）の事業は参加する場合は入館が必須のものであるのか。 

事務局   ①のスマートフォンを活用した謎解きは、実際に入館しなくても謎解きができ入館は必須 

     ではないため、実数を把握するのは難しい。②のアニメのデジタルスタンプラリーについて 

は景品の交換場所となっており、景品を交換した方の人数は把握している。３月５日現在で、 

ステッカーを交換に来られた方は 1,119 人である。 

○  入館料を支払わなくても景品を交換できるのか。展示を観てもらうため、スタンプラリー 

     参加者に展示を観覧することを条件にすることは可能か。 

事務局   アニメのスタンプラリーは著作権などの権利関係があり、料金を徴収することはハードル 

     が高いと聞いている。その他のスタンプラリーの実施方法については、観光部署と協議した 

     いと考えている。 

○  令和６年度事業の広報・プロモーションにおいて、埼玉高速鉄道の中吊り広告の掲出とあ 

     るが、ＪＲや東武鉄道などの他の鉄道事業者での広報はどのようにしているのか。 

事務局   東武鉄道については、展覧会ごとにポスターを駅構内で提示いただいている。ＪＲには現 

     状お願いできていないので、来年度以降、検討したいと考えている。 

○  特別展・企画展は大きく分けて、コレクションを紹介するような展示、何らかのテーマを設 

     けた展示、優品を紹介する展示とあるが、職人の技術や道具、材料など人形作りをテーマにし 

     た展示はこれからも継続してほしい。当館は美術館ではなく博物館であるので、様々な方向 

性の展示をやってきているということを評価している。今年度の人形修復に関する展示を観 

覧したが、来館数が少なかったが、開館以前から人形修復を行っている当館として意義のある 

非常に素晴らしい試みであった。また、現在開会中の雛の名品展も観覧したが、人形資料が修 

復により以前よりも美しくなっていると実感した。これも修復事業の成果であると感じてい 

る。また、ライティングが工夫されていて大変観覧し易かった。 

優品中からキラーコンテンツとなる人形資料をもっと前面に押し出していくと良いのでは 

ないか。 

学校の受け入れが減っているとのことだが、バス料金が高騰しているのも１つの要因であ 

ると聞いている。しかし、当館の規模で37校を受け入れているのは非常に多いと感じている。 

学校見学の受入は、博物館の規模や職員の体制等により受入の上限があるので、その他の事業 



とのバランスの中で、どのくらいが適性な受入数なのかを見極め、その数を維持しながら、市 

内校のみとするのか市外校にも広げていくのか検討していく必要があると考える。 

令和 7年度の企画展（仮）「にんぱく動物園」については、今年度に行田市の博物館でも類 

似の企画の展覧会を開催していたので、実施にあたっては、当館ならではの切り口や味付け等 

で差別化を図っていければ良いと考える。 

ミュージアムグッズについては、とても魅力的なものが多く、うまく宣伝・周知を行えば、 

     売れていく商品も沢山あると思うので、継続して周知に取り組まれたい。令和 7 年度の企画 

     展（仮）「ミニチュア×雛祭り」については、小さいものを大きく見せるなど、見せ方に工夫 

     が必要である。 

○  大学のゼミの一環で 20代の学生を連れて来館したが、学生の感想としては「思っていたよ 

     り面白かった」であった。特に Instagram は学生に好評であり、頑張っているという印象を持 

     ったようだ。また館内が撮影可能であるため、人形資料をスマートフォンで撮影するなど、若 

     者の視点での楽しみ方もあるように感じた。人形資料の写真の撮り方とセットで館を紹介す 

     るなどの方法は、若者にも刺さるのではないか。 

先程、デジタルスタンプラリーの話がでたが、折角、観光部門と連携しているのであれば、 

観光部門にお願いし、展示室に入館してもらう方策を検討してもらっても良いのではないか。 

20 代の学生の感想としては、男女の性別を問わず想像以上に人形文化を面白がっていたよ 

うに思う。 

文化政策では、文化を伝えることと施設としての集客はジレンマとして語られがちである 

が、当館はその両立できる条件が揃っているのではないか。人形文化を伝えていきながら、マ 

ーケティングとして媚びることなく、人形文化をコアとした部分を大事にしながら、集客に繋 

げていくことは、可能なのではないか。 

人形作りに関わる人や技、現代の職人やアーティスト、過去の作家など、人にフォーカスし 

た地域と関連した展示などがあっても良いのではないか。 

岩槻には私立の学校もあるのでもっとアピールしても良いのではないか。特に私立の小・ 

中・高校などは、季節の節句などを大事にしている学校が多いので、五節句と合わせて私学 

と連携ができると違った可能性が広がるのではないか。 

事務局の説明を聞いているとリピーターが増えてきているように思う。目標の７万４千人 

     には到達していないが、すごく集客を頑張っているように思う。恐らくコアなファンができ 

ているのではないか。市内の方は市報等で情報を得ることができるが、市外のファンの方に 

企画展の情報等をどのように届けるかは工夫が必要である。例えば、美術館等での友の会など 

はどのくらい有効か分からないが、リピーターとして定期的に来館してくれる方を確実に確 

保する方法を考える必要がある。 

事務局   私立の学校に関しては、間接的な関わりはあるが、事業への直接的な関わりではないので、 

地域の私立学校との連携は考えていく余地はあると考えている。また、市外のコアなファンを 

リピートしてもらう方策も引き続き検討していく。 

○  チラシ等は個人レベルで郵送しているのか。 

事務局   郵送物に関しては個人には対応しておらず、基本的には団体・機関単位で対応している。 



○  ３月２日（日）に家族を連れて展覧会を観たが、かなりの賑わいがあった。展示室１はスペ 

     ースが狭く映像もあり来館者が滞留してしまうことが課題であると思うが、展示室１の映像 

を他の場所で鑑賞できる仕組みがあれば、混雑を分散できるのではないかと感じた。SNS 対策 

としてプロップスやフォトパネルなど設置してあり、このような取組は家族連れや若年層に 

も楽しんでもらえる良い工夫だと感じた。コレクションカードについては、現代美術家の展覧 

会でも人気となり、それが欲しいがために来館される方も多いと聞く。コレクションカードは 

収集意欲が湧き、またカード自体にＱＲコードで読み取れるなどの工夫もしてあり、良い取組 

であると思う。当日はかなりの来館者があったと思うが、人員配置も充実しており、来館者へ 

の声がけなど対応もしっかりしている印象を受けた。家族からは建物の外観が大きく見える 

反面、展示室が狭く感じたという意見があり、会議室などのスペースの活用方法も検討する必 

要があるのではないか。にぎわい交流館では、まちかど雛めぐりの参加者に当館の割引券を渡 

し案内をしていたので、うまく連携が図れていると感じた。 

アニメとの連携については、岩槻が舞台となっているアニメ「その着せ替え
ビ ス ク

人形
ド ー ル

は恋をす 

る」は中高生に大人気であり、今年中には第２シリーズも始まるようである。放映が終了した 

現在でも都内のデパートでも記念展を実施し集客を行っているようなので、今年は当アニメ 

を活用するチャンスであると考えている。当館は若年層が弱いと思うので、当アニメをフック 

として、入館するように誘導しても良いのではないか。 

権利の関係で難しいとは思うが、コレクションカードにアニメを活用することができれば、若 

年層をより取り込めるのではないか。 

大宮盆栽美術館は現在、改装中で休館しているが、改装後はより連携を深める必要があると 

思う。観光面では、これから益々インバウンドに注力していかなければならないと考えるが、 

そのあたりの対応が急がれるのではないか。大宮盆栽美術館はインバウンドが多く来館して 

いると思うので、対応策について共有しておくのが良い。インバウンドの傾向として、新しく 

創られたものより、城下町や歴史のある場所などが人気があり、その意味では岩槻も城下町で 

あるので博物館という点ではなく、岩槻を面として回遊できるよう案内することなども視野 

に入れても良いのではないか。 

○  資料 11 ページのゆかた de 盆美＆にんぱくについて、参加数が 19 人と少なかったように感 

じたが事務局はどのように捉えているか。 

事務局   委員ご指摘のとおり、参加者数はもっと多いと期待しており非常に残念な結果であった。

大宮盆栽美術館が途中で休館となった影響もあると思うが、この結果を踏まえ、両館において

課題を整理したい。大宮盆栽美術館ではゆかたの着付けや打ち水などの体験イベントも実施

しており、当館としても企画性のあるイベントの検討も必要であると考える。周知についても

まだまた足りなかったと考えている。 

○  チラシなどの案内図において、一般的には北が上となるよう作成されていると思うが、駅 

     を降りて地図も見て来館する方も多いと思うので、進行方向を上にした方が見やすいのでは 

     ないか。今後作成する際に検討してほしい。 

○  来年度の（仮）「“人形のまち岩槻”の歴史」という特別展を始めて開催するとのことだが、 

     岩槻は人形の職人が多い街であり、多くのものを作っているが、一般の方の目に触れること 



が無く全国に出荷している状況であるため、現在の職人が作っている作品を是非、展示して欲 

しい。 

○  展覧会において、１つくらいは来館者を気にしないものがあっても良いのではないか。展示 

     は永続性が必要であり人流が減る夏期などに、修復に関する展覧会ができるのは当館の強み 

     である。当館でしかできない内容は、来館者数を気にせずに取り組むことも博物館の使命で 

あると考える。観光の取組によって一時的に来館者は増えるかもしれないが、それ以外の永続 

性が非常に大事であると考えるので、学芸員のモチベーションにもつながるような研究をテ 

ーマにしたものが１つでもあった方が良いと思う。特に人形修復に関しては、修復方法がまだ 

分からなかった頃から、他館で人形を修復された方を招き、その修復の技術が現在につながっ 

ていることを考えると３０～４０年のスパンの技術がつながっている。人形修復はここで確 

立されたものではなく、受け継がれた技術であるので、これに関してはリピーターや来館数に 

捉われないことも必要であると思った。 

高橋まゆみ展は人形展示の原点であると感じた。以前、百貨店において展覧会を監修したが 

     展示の場所で人がしゃべり過ぎると美術館の方が戸惑っていたが、思い出を語りながら観覧 

     をするのは人形展示の魅力であり、高橋まゆみ展を観て改めて実感し、もう１つ人形の広が 

りを感じた。 

高橋まゆみ展の来館者数は抜き出ているが、来年度の事業計画ではこれがなくなるので、入 

館者数だけで評価されないようにお願いしたい。 

気候変動に対応した夏期の開館時間の検討については、歌舞伎においては、夏期にお化けの 

演目を行っており、お化けを作っている人形師も多い。お化けは江戸からの風物詩であるの 

で、当館においてそれを夜間にやるのも、人形の多様性や人形文化の奥深さなどを見せる取 

組として面白いのではないか。見世物興行とのタイアップなどもあっても良いのではないか。 

 

会議録作成 

 事務局が作成の上、その確認については委員長に一任することとされる。 

 








































